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アカイカ 
(北太平洋、Neon flying squid、Ommastrephes bartramii)  

 
漁業の概要 
 1970年代初頭に激減したスルメイカ漁獲を

補うために、1974年頃から三陸・道東沖合でア

カイカ釣り漁業が始まり、1977年には最高漁獲

量(12万トン)を上げた。一方、いか流し網漁業

は 1978年に三陸・道東沖で始まったが、アカイ

カ釣り漁業と競合したため、1979年から東経

170度以西を釣り漁場、以東を流し網漁場とす

ることで規制が実施された。その後、いか釣り 

漁業は縮小したが、いか流し網漁業は 1980年代

には毎年 12～22 万トンを供給する重要な漁業

となり、韓国と台湾も参入した。しかし流し網

漁業は混獲を主因とする国連決議により 1992

年末をもってモラトリアムとなった。その後ア

カイカの強い需要を反映して、日本近海でアカ

イカ釣り漁業が復活し、1994 及び 1995 年には

ともに約 7 万トンを漁獲した。一方、 170 ﾟ E

以東の旧流し網漁場においてもいか釣り漁船が

出漁するようになり、1996 年以降約 1～2 万ト

ンを漁獲している。最近は中国や台湾の釣り漁

船が我が国 200海里内外でアカイカを漁獲して

おり、中国船の隻数は 1996年には約 350隻、そ

の後は約 400～600隻に達すると言われ、漁獲量

は少なくとも我が国に匹敵すると推定される 

    図 1. 北太平洋アカイカ国別漁獲量 

中国の漁獲量は 1994年以降我が国と同程度と仮定。 

 

 
 (図１)（一井 2002）。1999年以降、我が国 

の漁獲量は大幅に低下しているが、その原因が

漁獲の影響によるものか海洋環境の変化による

ものかは不明である。 

 

生物学的特性 

アカイカは外洋性種で、季節的な南北回遊を

行う。漁業が行われている北太平洋では、産卵

場は日本（南西諸島～小笠原諸島）や米国（ハ

ワイ諸島）の 200海里水域を含む亜熱帯海域で、

索餌場は亜寒帯境界～移行領域である(図２)       

(村田 1990、村田・中村 1998、谷津 1992)。 

図 2. 北太平洋のアカイカの系群構造と回遊 

      漁場は索餌場に形成される。 
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北太平洋における系群は発生時期、外套長組成、

稚仔の分布および寄生虫相より秋生まれ中部系

群、秋生まれ東部系群、冬春生まれ西部系群、

および冬春生まれ中東部系群の 4系群に分けら

れる（谷津ら 1998、長澤ら 1998）。（ただし、秋

生まれの中部系群と東部系群は、商業流し網

CPUE の経年変化が類似しており、同一系群で

ある可能性がある。） 

寿命は１年で、最大外套長は雌で 60cm、雄

で 45cm程度であり(図 3)、秋生まれ群が大型と

なる。成長は発生時期や海域により異なるが、

雌は生後 6 ヶ月程度で外套長 30cm になり生後

約 10ヶ月で成熟に達する(表 1)。 

  図 3. アカイカの成長曲線 (Yatsu 2000) 

 
春期の北上回遊や夏期の索餌場でのアカイカ

は、ハダカイワシ類を中心とする魚類、頭足類、

甲殻類などを捕食しており、特に前 2者が主要
な餌生物となっている（Seki 1993、有元・河
村 1998、 保正ら 2000、 渡邉ら 2002）。ハダ
カイワシ類には夜間に表層に浮上する日周鉛直

移動性種以外に、オオメハダカやセッキハダカ

のように昼夜とも中深層に留まる非移動性種も

含まれており、昼間に中深層へ移動したアカイ

カが摂餌することが示唆される（有元・河村

1998、 保正ら 2000）。また索餌場に入る直前の

アカイカはキュウリエソを多食していることが

判明した (渡邉ら 2002)。 

 

資源状態 

 遠洋水産研究所が担当している東経 170以東

の系群について述べる。 

【秋生まれ中部系群および秋生まれ東部系群】

旧流し網漁場における盛漁期（7 月）のアカイ

カ調査 CPUE が、1992 年末の流し網停止以降、

顕著に増加している(図 4の黒丸実線)。これは、

秋季発生系群を対象とした流し網漁業による年

間 10～18 万トンもの漁獲圧により低下してい

た調査 CPUE が、 1993 年以降流し網の禁止に

より漁獲圧が弱まったために高くなったと考え

られ、資源が急速に回復したことを示唆する

（Yatsu et al. 2000）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 4. 東経 170 以東のわが国のアカイカ秋生

まれ群の漁獲量と CPUE の経年変化 
 
 秋生まれ群の資源量は、漁獲量と調査 CPUE 

(図 4)を用いた非平衡プロダクションモデル

(ASPICモデル）により推定可能である。ASPIC

モデルは世界で最も頻繁に用いられている資源

評価手法の 1つであり、その理由は、(1)必要と

するデータが漁獲量と CPUEのみで多くのソフ

トウエアがあること、(2)将来予測を必要とする

管理者のニーズにあっていること、(3)ASPICよ

り得られる MSY は一般に信頼性が高いと考え
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表1.アカイカの成熟外套長と最大外套長（谷津ら,1998)

雄 雌
成熟外套長

（生後7～10ヶ月）
最大外套長
(生後1年）

30～35cm 40～55cm

45cm 60cm



 - 306 -

られることである（平松 1996、田中 1999）。イ

カ類への ASPIC モデルの適応例はサハラバン

クやカナダイレックスの例がある（Hendrickson 

et al. 1996、 Anonymous 1999）。ASPICモデルの

基本的な仮定は次の通りである（田中 1999）：

①閉じた漁場である、②資源の反応に時間遅れ

がない、③漁獲開始年齢に変化がない、④年齢

組成の変化と資源の増減に関係がない、⑤q、r、

Kは一定である。単年生アカイカの場合は②、

③、④の仮定には問題がないと考えられる。

Prager（1994）による CPUE に観測誤差を仮定

した ASPICモデルで解析したところ、推定資源

量は約 37 万トンとなった（図 5）。CPUE の年

変動が非常に大きいので、信頼性はあまり高く

なかったが、ひとつの指標とはなるように考え

られる。 
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図 5. わが国の秋生まれ群の漁獲量    

と資源量推定値の経年変化 

 
一方、わが国流し網漁業の CPUEからも、流

し網の漁獲率をいくつか仮定して、旧流し網漁

場のアカイカ秋生れ群の現存量を推定すること

ができる。CPUE が最も高くなる 7 月について

みてみると、この時期の漁獲対象となるのは索

餌北上群である。北上期の移動速度は漁場の月

別推移から 1ヶ月に緯度 2度程度であることよ

り 0.31km/時と推測され、また標識アカイカの

再捕データからも 0.38 km/時（新谷 1987）と推

測されており、ここでは平均をとって 0.35km/

時とする。一方、北上期のアカイカのバイオテ

レメトリー調査によると、夜間の主な分布深度

は 40m 以浅であり、流し網の水深（7m）に分

布する確率は 19%である（田中 未発表）。いか

流し網漁業の 1 回の平均的な操業では、長さ

50km の網を東西方向に設置し、およそ 8 時間

は浸漬するので（谷津 私信）、1 回の操業（東

西 50km）での有効面積（流し網の長さ×アカイ

カ移動速度×浸漬時間）は 140km2となる。一方、

7月の旧流し網漁場（39～41°N、170°E～145°W）

の面積は 124万 km2である。1982～1992年の 7

月におけるCPUEは 5.2～13.0トン/流し網 50km

であることより、現存量は 24～61万トンと推定

される（一井 2002）。 

【冬春生まれ中東部系群】本系群は旧流し網お

よび最近の釣り漁業の副次的な対象種であり、

旧流し網漁業においても漁獲量は 1～6 万トン

程度しかなかったので資源状態は悪くないと考

えられる。推定資源量は不明である。 

 

管理方策 

 ASPIC 解析によると、商業流し網による 10

～20万トンの漁獲量はほぼ MSYレベルに相当

する。 

  
 
 
 
 
 
従って、当面の妥当な漁獲量目標は、秋生ま

れ中部系群および秋生まれ東部系群については

約 20 万トン程度である。ただし、1999 年以降

CPUE が低下しており、これは北太平洋におけ

る海洋環境の変化が原因と考えられ、資源が低

水準期に入った可能性がある。 

冬春生れ中東部系群についてはこれまでの漁

　
期間 1979-1998
MSY（万トン） 16.4
K（環境収容力；万トン） 37.4
r（内的自然増加率） 1.75
Bmsy K/2
Fmsy r/2
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獲が少なく不明である。 
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